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先駆けを！                                      夢の実現にむけて！ 

       
                               2014年7月18日 第105号 

 

 第 11回 サマーコンサートを開催   吹奏楽部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
初めてのサマーコンサートに参加して                     1年 7組   松﨑 沙英 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
サマーコンサートを終えて            吹奏楽部 creative leader   3年2組  葛 絵梨奈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OGとして参加したサマーコンサート        2012年3月卒業生  東海大学3年生  内田 歩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海大学付属望洋高等学校 

編 集：メディアセンター 学校報 

 初めてのサマーコンサートに参加して、自分自身とても良い刺激を得ることができました。中学生の時に望洋高校のサマーコン

サートを見て、ずっと憧れていたので、そのステージに立つことができたのは、とても嬉しい経験でした。第2部には、私たち1

年生23人だけで演奏する曲もあり、本番前の舞台裏には、緊張した皆の顔が直立不動で並んでいました。いよいよ舞台に上がり、

演奏を行うと、「ここからが23人のスタートなんだな」という思いがこみ上げてきました。まだまだ経験の浅い私たちですが、1

日でも早く先輩方のような演奏ができるように、努めていきたいと思います。これからは、夏の吹奏楽コンクールに向けて、サマ

ーコンサートで得た反省を活かし、顧問の曽根先生や先輩方、そして同級生たちと一緒に、頑張っていきたいと思います。 

 今年もたくさんのお客様にご来場いただきました。第 1部では主に吹奏楽コンクールの曲を、第 2部では 1年生のみでの演奏

と、ゲストバンドとして市原市立双葉中学校、市原市立ちはら台南中学校の皆さんに演奏していただきました。また、第3部では

恒例となった OB･OG の方たちとの合同演奏と、今年開催されたワールドカップにちなんで、ワールドカップ開催年のヒットナ

ンバーをメドレーにした「ヒットステージ 2014！」を、演奏はもちろん、歌やダンスも交えて披露しました。日頃の練習の成果

を出すことができ、ご来場くださったお客様にも楽しんでいただけたかと思います。吹奏楽部部員一同にとって、充実した時間に

なりました。私たちを日頃から支えてくださっている皆様に、心より感謝いたします。ありがとうございました。 

 吹奏楽部にとって活動の軸となる6月のサマーコンサート、そして12月の定期演奏会。これらの演奏会では、この部で高校生

活を過ごした卒業生たちが、恩返しとして卒業後3年間、お手伝いすることが慣例となっています。今回は、卒業後3年目を迎え

る私たち「尚宏の代」が、コンサートのサポートリーダーを務めました！ サポートの準備は年明けから始まります。舞台裏での

サポート、会場内のご案内、受付の対応、駐車場の誘導、音響照明のオペレートなど、役割は多岐に渡ります。また、このコンサ

ートでは現役と共に演奏するという貴重な時間もあります。高校時代、家族よりも長い時間を共にした仲間との再会の喜び、強い

絆を感じながら、現役と一緒に演奏する…。12 月の定期演奏会では、卒業生、現役部員、顧問の先生方、保護者の皆様が一体と

なって、お客様をお待ちしております。今後とも望洋高校吹奏楽部をよろしくお願いいたします。 

 6月 22日(日)、松前記念講堂で、本校吹奏楽部 第 11回 サマーコンサ

ートを開催しました。当日は、J.スウェアリンジェン作曲の「管楽器と打

楽器のためのセレブレーション」を皮切りに、全8作品を熱演。第2部で

は、市原市立双葉中学校･市原市立ちはら台南中学校の吹奏楽部による演

奏も披露されました。また、第 3部では、「～So-netフレンズ＆望洋高校

吹奏楽部卒業生現役によるステージ～」と題し、新旧部員･有志によるボ

リューム感溢れる演奏を展開しました。最後の演目「ヒットステージ

2014！」が終わると会場からは大きな拍手が寄せられ、アンコール曲「エ

ル・クンバンチェロ」をもって会は盛況のうちに閉じられました。当日お

越しいただいた皆様には、心より感謝申し上げます。 



 - 2 - 

芸術鑑賞会（高校生のための歌舞伎鑑賞教室）を実施   1年生 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

芸術鑑賞会に参加して                            1年2組  佐々木 彩乃 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
芸術鑑賞会に参加して                            1年5組  大野 雄杜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急教室を実施 
 

 

 

 

 

 

 

 6月19日(木)、1年生を対象に芸術鑑賞会を実施しました。当日は国立劇場に集合し、6

月 歌舞伎鑑賞教室を鑑賞しました。ほとんどの生徒が歌舞伎を観るのは初めて。中村虎之

介による解説「歌舞伎のみかた」で歌舞伎の基礎知識を得た上で、森鷗外原作の演目「ぢ

いさんばあさん」を鑑賞。「全然眠くならなかった。」「最後まで面白かった。」「歌舞伎のイ

メージが変わった。」など、様ざまな感想が聞かれました。 

 6月、私は国立劇場で行われた歌舞伎鑑賞教室に参加しました。会場に入り開演の時間を迎えると、初めに私たちとあまり年齢

が変わらない歌舞伎俳優が登場して、楽しい話を交えながら、歌舞伎とはどのようなものか、また、舞台や設備などについて分か

りやすく説明してくれました。いよいよ演目「ぢいさんばあさん」の開始です。この演目には、タイトル通りおしどり夫婦が登場

し、この夫婦は弟の喧嘩のために引き裂かれてしまいます。さらに、今度は夫が思いがけず起こしてした事件が夫婦を遠く引き離

し、夫婦の再会は、その37年後…。このような物語でした。舞台演出、演技とも想像を上回るもので、気付けば私は物語に飲み

込まれていました。この日の帰り道、私の心は「また歌舞伎を観たい」という気持ちで満たされていました。 

『ぢいさんばあさん』解説 
 今回の歌舞伎鑑賞教室の演目『ぢいさんばあさん』は、森鷗外の同名の短編小説が原作。劇作家の宇野信夫が戯曲化し、1951

年に初演された作品です。江戸の見廻りを務める武士 美濃部伊織と妻のるんは、仲睦まじい夫婦でした。しかし、伊織は喧嘩
騒動を起こしたるんの弟 宮重久右衛門の代わりに、都へ単身赴任することになりました。都へ赴任して3か月、思いがけずも
伊織は同輩 下嶋甚右衛門に斬りつけてしまう…。これが原因で、彼は越前(福井県)の大名 有馬家へお預けの身となります。そ
れから37年、許され江戸に戻った伊織は妻るんとの再会を果たします。初めは年老いた互いを誰だと分からずにいましたが、
ふとした伊織の動作(クセ)で、るんは夫だと気づく。作品のテーマは、運命に翻弄されながらも変わらない夫婦の愛情。今回は、
美濃部伊織を中村橋之助が、るんを中村扇雀が務めました。 

 7月4日(金)、市原市八幡消防署の救急隊員を招き、保健委員会の生徒と各部活動のマネージ

ャー及び本校新着人の教職員を対象にして、救急教室を実施しました。これは、学校生活の中

で万が一の事故や災害が発生した場合に備えて、けが人や病人を医療機関に渡すまでの1時的

な応急処置の技術を習得するために、毎年行うものです。当日は、心肺蘇生法、AEDの使用法、

回復体位、搬送法、止血法などを実際に体験。救急現場で、人々の命と日々対峙する消防署員

の指導のもと、すべての参加者が真剣な眼差しで取り組んでいました。 

 芸術鑑賞会で、私は初めて歌舞伎を観ました。日本の伝統として、無形文化遺産に登録されている歌舞伎。今では世界中に知ら

れた日本の伝統芸能です。歌舞伎鑑賞教室では、初めに中村虎之介が説明をしてくれました。場面場面や登場人物の感情を効果的

に演出する音楽、回り舞台、「スッポン」と呼ばれる花道にあるセリなど、役者以外の歌舞伎には欠かせない装置に至るまで、楽

しい説明がありました。そして、いよいよ初めて観る舞台「ぢいさんばあさん」。現代人の私たちも思わず物語に入り込んでしま

うような、とても感動的な舞台でした。今回の芸術鑑賞会では、日本の伝統文化である歌舞伎に触れることができました。私はも

っと歌舞伎について知りたい、これからも機会を作って歌舞伎を観に行きたいと思いました。 
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生徒指導部講話を実施 
 

 「高校生の性について考えよう」                    宗田マタニティクリニック院長 宗田哲夫 氏  

 

 

 

 

 

 
 
 

「高校生の性について考えよう」を聞いて                  1年 1組  細川 千沙紀 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ケータイに潜む問題と危険」  小笠原六川国際総合法律事務所 代表弁護士 小笠原耕司 氏  弁護士・弁理士 神田知宏 氏  

 

 

 

 

 

 
 
 

「ケータイに潜む問題と危険」を聞いて                    2年3組  佐藤 宏樹 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

「ケータイに潜む問題と危険」から感じたこと                 3年1組  前田 貴輝 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
※なお、7月17日(木)には2年生を対象に、「デートDV」について考える講演（NPO法人 女性ネットSaya-Saya スタッフ担当）を行いました。 

 

夏季休業中の諸注意  ～生徒指導部から～                        生徒指導主任 八巻英世

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 7月8日(火)、生徒指導部講話の一環として、１年生を対象に講話「高校生の性について考えよう」

を行いました。当日は市内で産婦人科の医院を営む宗田マタニティクリニックの宗田哲夫氏を迎え、

性に関する情報が氾濫する社会において、高校生がいかに性と向き合うべきかについて、会場全体

で考えました。生徒たちは、この講話を通じて、人を大切にする心や、生きることの意味について、

深く学ぶことができました。 

 私には、この性教育講話を聴いて感じたことが2つあります。1つは、感染症はとても怖いということ。触れるだけで他人の病

気がうつってしまうという怖さを、改めて実感しました。もう1つは、出産をテーマにしたDVDを見た時のものです。私はこの

ようなDVDを見るのは初めてで、とても苦しい気持ちを感じました。子どもを産むことの大変さ、出産までの過程の大切さ、そ

して、何よりも自分の体について、もっとたくさんのことを知らなければならないんだということを学びました。また、出産の場

面を見た時には、出産とは、命の大切さを改めて考える瞬間なんだなと思いました。1時間余りの時間でしたが、性についての正

しい知識を、たくさん得ることができました。とても貴重な時間を下さり、ありがとうございました。 

 7月16日(水)、全学年を対象として、講話「ケータイに潜む問題と危険」を実施しました。当日

は 2 部構成を組み、前半を小笠原六川国際総合法律事務所の代表弁護士 小笠原耕司氏に、後半を

弁護士であり弁理士でもある神田知宏氏が担当しました。インターネット上で起こる不適切な情報

の流出や「ネットいじめ」の問題まで、法律的な観点から考察を深め、インターネット利用者のモ

ラルについて考えました。 

 この講話を聴いて、SNS や掲示板でちょっとしたいたずらや悪口が、犯罪になってしまうことを知りました。自分たちが無意

識のうちにしてしまいそうなことが、犯罪になる可能性があることを聞いて、恐ろしいと思いました。また、私が面白半分でSNS

に悪口や中傷的なことを書き込み、それが民事事件に発展してしまったら、自分では賠償金を支払えないし、周囲の人や家族たち

に迷惑をかけてしまいます。そんなことになったら、どうして良いか分かりません。だから、身勝手な行動は控え、これをしたら

どうなるかという先のことを考え、SNSと向かい合うことが大切だと思いました。SNSではちょっとした表現が誤解を招くこと

があります。ネットに依存するのではなく、相手と直接向き合って、誤解を招かないようよく話し合うことも大切だと思います。 

 夏季休業中は開放的な気分になり、種々の問題が発生しやすい時期です。望洋生としての自覚をもって有意義に過ごせるよう、
各人が綿密な計画のもと、健康で安全な夏休みを過ごし、規律ある生活を送りましょう。 
 

1．部活動について…各種大会、練習試合、合宿等に参加する場合は、常に本校生徒としての自覚をもって行動すること。 

2．交通安全…携帯端末使用や音楽を聴く等の“ながら運転”に注意し、自転車による事故を起こさないよう十分注意すること。 

3．健全な生活…携帯端末でのトラブルには十分注意し、頭髪の加工や染髪、深夜徘徊、不健全遊技場（パチンコ、競馬場など） 

への出入りは決してしないこと。 

4．3年生へ…3年生の自動車教習所への入所は卒業試験終了後となります。また、アルバイトは後期中間試験2の終了後に認 

めます。許可を得るためには、いずれも申請が必要です。 

 私たちが日ごろ当たり前のように使っているTwitterのようなSNSに、様ざまな危険が潜んでいるということを、初めて知り

ました。軽い気持ちでネット上に投稿し、それが法律に触れて事件に発展するということが数多く発生していると聞き、とても驚

きました。私も、不愉快な気持ちを与えるような投稿を見かけたことがありますが、このような軽はずみな投稿は、本当に危険な

行為だと思いました。人に精神的なダメージを与えるだけでなく、法律にも触れるという行為は、2つの罪を犯した罪人になると

いうことです。軽い気持ちでネット上に投稿することで、他人のみならず自分自身にも傷をつけてしまうことがある。私は、携帯

端末の使い方に注意を払い、様ざまな危険から身を守らなければいけないと感じました。 
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 望洋リレーエッセイ(57) 野口愛美 先生  
 
このコーナーでは、今年度赴任された先生によるエッセイを掲載します。第4回は、非常勤講師として赴任された野口愛美先生です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

部活動報告     大会等の結果      
 
●陸上競技部：関東高等学校陸上競技大会、梅谷健太（男子 800m 優勝・男子 1500m 優勝）。進藤若菜・中村美里・松本理夏子・

秦野南美（女子4×100mリレー 5位）。インターハイ出場決定。 

 

連絡板                                           緊急連絡は望洋通信システムをご利用ください     
 
●第96回 全国高等学校野球選手権千葉大会応援 

 日 程 試 合 順 集合時間（開始予定時間） 予 定 球 場 応 援 体 制 

1 回 戦 シード    

2 回 戦 7 月 15 日(火) 対 千葉国際  9-2（7回コールド） ゼットエーボールパーク 吹奏楽部・バトン部 

3 回 戦 7 月 17 日(木) 対 西武台千葉 3-2（9回サヨナラ） 千 葉 県 野 球 場 吹奏楽部・バトン部 

4 回 戦 7 月 20 日(日) 第 3 試合 13：15 （13：45） QVC マリンフィールド 自 主 応 援 

5 回 戦 7 月 22 日(火) 第 2 試合  10：45 （11：15） 柏 の 葉 公 園 野 球 場 自 主 応 援 

準 々 決 勝 7 月 23 日(水) 第 2 試合 10：45 （11：15） 千 葉 県 野 球 場 全 校 応 援 

準 決 勝 7 月 25 日(金) 第 1 試合 9：15 （10：00） QVC マリンフィールド 全 校 応 援 

決 勝 7 月 26 日(土)  9：15 （10：00） QVC マリンフィールド 全 校 応 援 

 

＜今後の主な行事＞ 

7月 

 7月16日(火) 

～19日(土) 

3者面談 

 7月17日（木） 生徒指導部講話（2年生） 

7月17日(木) 

～25日(金) 

海外英語研修 

 7月18日(金) 全校集会・大掃除 

 7月22日(火) 

  ～26日(土) 

希望者講習・補習期間 

 7月27日（日） 付属推薦適性審査（3年生 航空操縦） 

 7月31日(木) 

 ～8月5日(火) 

学園オリンピック 夏期セミナー 

（嬬恋研修センター） 

8月 

 8月 2 日(土) 

～3日(日) 

首都圏進学フェア（幕張メッセ） 

 8月 4 日(月) 第1回 体験入学 

 8月 6 日(水) 

～8日(金) 

学園オリンピック スポーツ大会 

生徒会会長会議 

中高生のための理科体験授業と交流会 

（湘南キャンパス） 

 8月20日(水) 

  ～22日(金) 

BSSP(望洋理科特別講座) 

（生物実験室～東海大学清水キャンパス） 

 8月23日(土) 第2回 体験入学 

 8月23日(土) 同窓会総会 

 8月26日(火) 

  ～30日(土) 

夏期講習期間 

 8月29日(金) SPP（サイエンスパートナーシッププログラム） 

（神奈川大学） 

9月 

 9月 1 日(月) 全校集会・LHR・大掃除 

 9月 1 日(月) 

  ～ 5 日(金) 

防災週間（5日 防災訓練） 

 9月 3 日(水) カウンセリング15 

 9月 8 日(月) カウンセリング16 

 9月10日(水) 生徒自宅学習 

 9月16日(火) カウンセリング17 

 9月19日(金) 

  ～20日(土) 

駿台マーク模試（S特進3年生） 

 9月21日(日) 私学フェア（幕張メッセ） 

 9月22日(月) カウンセリング18 

 9月25日(木) 前期成績通知 

 9月26日(金) 球技大会 

 9月28日(日) 付属生のためのオープンキャンパス 

（湘南キャンパス） 

 9月29日(月) 火曜日課（2年生 振替休日） 

 9月30日(火) 後期始業式・月曜日課 

 

 

 

 
●学校報 第105号 ／東海大学付属望洋高等学校 〒290－0011千葉県市原市能満1531 TEL 0436－74－4721 

編集後記 学校報「望洋」105号をお届けします。今号は吹奏楽部のサマーコンサート、芸術鑑賞会、生

徒指導部講話を中心に編みました。夏休みに入ります。学校報も秋までお休みをいただきます。 (寿) 

           こんにちは、国語科の野口です。もうすぐ夏休みですね。長期の休みが楽しみな人、課題が憂鬱な人、部

活動を一生懸命頑張ろうと思っている人、様々な人がいると思います。どの人もくれぐれも 8 月後半にな

って課題に追われないようにしてくださいね。そして、せっかくの長期休みですから、何か自分の世界を広

げる経験をしてほしいと思います。自分の世界を広げるというと大げさに聞こえるかもしれませんが、実は

そのチャンスはいつでも近くに転がっています。たとえば人との会話の中や、読んでいた本の中。映画や音

楽だってそうです。普段何気なく見ているテレビにだってそのチャンスは隠れています。長い休みを利用し

て、いろんな世界に触れて、いろんなことを考えて、充実した夏休みにしてください。 


